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概要  本ファイルはMicrosoft Wordによる日本英語教育学会論文集用のテンプレートファイルです．
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Abstract  This file describes the general formatting guidelines for papers to be submitted to proceedings of JELES annual meetings.
1. 原稿作成
1.1. タイトルその他
原稿の1ページ目上部に，タイトル，著者氏名，所属，住所，メールアドレス，日本語の概要，英語による概要を記入します．
なお，本文を英語で記載する場合には、英語による概要のあとに日本語による概要を続けます。
1.2. 本文
本文は上記の「タイトルその他」に続けて改ページせずに記入します．このテンプレートファイルを用いて作成するか，あるいは，この書式に従って作成してください． 

1.3. ヘッダ・フッタ
1ページ目のヘッダは改変しないでください．フッタのCopyright 2012に続けて著者の氏名を記載します．
1.4. フォント・サイズ
日本語は明朝体9-10ポイントを、英語はCentury または Times New Roman 9-10ポイントを標準とます．タイトル・セクションの見出しなどは適宜大きめのフォントを使用します。日本分の句読点は全角の「．」・「，」に替えて「。」・「、」を使用することもできますが，一つの論文の中では統一してください．
2. 原稿枚数
原則として6-8ページ程度で作成して下さい．ページ数が多くなりそうな場合、少なくなりそうな場合は個別に相談願います。1ページの行数・文字数を調整することは可能ですが、あまり極端に詰めないようにご留意ください。上下左右のマージンは変更しないでください。
3. 著作権
論文集の編集著作権は日本英語教育学会に帰属することとしますが，著者が各自の論文の原稿を独自に公開することを妨げません．それぞれの論文の著作権は著者に帰属することとします．著者が他の論文集・定期刊行物等に論文集に掲載された論文を元に修正・改変した原稿を投稿することを日本英語教育学会として妨げることはありませんが，重複投稿・多重投稿についての制約について投稿先の条件等にも従うとともに，日本英語教育学会の論文集にすでに掲載されている旨を謝辞ならびに文献リストなどにて明示することが期待されています．
4. 発行予定日
論文集の発行は 2011 年度内の予定です．
5. 問合先
E-mail：jeles-editors@decode.waseda.ac.jp
文   献
書誌情報の記載については，原則として以下に従うこととしますが，煩瑣となる場合もあり，常識の範囲で簡略化した表記を取り入れることを妨げません．
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